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中央公民館発 足

新装な れ

騒騒七七
長年のII町民各位の要望に乙たえて、 Jl;O)1術協Ij＇合力、中央公民館としてHI発、！日Tの文化問llilJのセンターとして

活観することになった。

…・－……8月 1日から－

；． 中央公民館開館

教
育
委
員
会
・
中
央
図
書
館
も

館

内

移

転

か
ね
て
改
装
中
の
元
警
察

庁
舎
が
中
央
公
民
舘
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

中
に
教
育
委
員
会
と
中
央

図
書
舘
が
同
居
、
事
務
を
聞

蛤
す
る
と
共
に
留
さ
ん
の
ご

利
用
を
待
っ
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
七
日
の
町
議
会

臨
時
会
に
お
い
て
、
次
の
要

領
で
ζ
利
問
い
た
だ
く
梨
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
ふ

要

車 使 用料 朝日町中央公民館 施設使用料

｜午 前 ｜午後 ｜夜間午後使間10怖 11

8時半かιI1時からI6時から以後 i時：I
札2時辛で1 5時まで11 0眠主主盟.！.；2.~J 一

講 堂 ｜ー盟国一＿400~1一昭QBI ____!QQl:J 11一一一一一一一
階上大会議室 l soo I sbo I soo I .5.QQ__ I! 
－~皆と講座室 」~l__JQQ_ー坦Ll_3QQ_JI
階上小会議室 I 200 I 200 I 400 I 200 II 
その他のJj蚕ー｜ーマ5了｜一五了1-40「 1-261「 ｜｜了重冨古車市子三7

・午後11時以後は、原則として使用を取慌し全館尚灯する。
・撚料（暖房）は使用者において負担する色のとするn

・特に多量の電力文は水道を使用する場合は電力料実岱を上記使用料に加算：
文は追納するものとする。

2. 備品使用料＝教育蚕閉会において別に定める。

J高分区

〆＼

①
使
用
料
を
徴
収
し
な
い
も
の

例
、
町
及
び
教
育
委
員
会
（
公
民
館
を

含
む
）
の
主
催
す
る
も
の

刷
、
本
町
内
の
一
均
年
回
、
婦
人
会
、
体

育
協
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
の
主

催
す
る
も
の
。
但
し
①
又
は
①
該
当

団
体
と
共
催
す
る
場
合
は
、
そ
の
該

当
の
使
用
制
を
徴
収
し
ま
す
。

倒、

そ
の
他
教
育
委
員
会
に
お
い
て
指

定
し
た
も
の

①
使
用
料
の
半
額
を
徴
収
す
る
も
の
’

（但
し
①
法
当
凶
体
と
共
催
す
る
場

合
は
全
額
を
徴
収
し
ま
す
）

問
、
公
民
館
活
動
に
関
連
あ
る
も
の

刷
、
本
町
内
の
公
共
機
関
の
主
催
す
る

ふ
い
u

の

例
、
そ
の
他
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認

め
た
も
の

①
使
用
料
の
会
額
舎
徴
収
す
る
も
の

①
①
以
外
の
も
の
は
全
額
徴
収
す
る

こ
と
仁
な
り
ま
す
。

持
制
に
つ
い
て
は
町
の
教
育
香
員
会
へ

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
朝
日
局
①
ー

一
一
O
四
番

（
教
育
委
員
会
）

今
月
の
人
権
法
律
相
談

日

時

八
月
二
十
一
日

（月）

午
後

一
時
J
三
時

聴
工
会
館
（
元
泊
公
民
館
）

場

所

，O
R
U
7
・
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；国民年金だより：
今
月
中
に
手
続
き
を
し
な
い
と

永
久
に
国
民
年
金
か
ら
除
外
さ
れ
る
人
た
ち
へ
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交

通
事

故
被

害

者
援
護
を
目

標

に

ひさあ

，、u
「町

u
n
x
u

七

・
二
七

第
六
回
幽
会
臨
時
会

〈
付
議
事
件
〉

議
案
崎市

一
号
問
和
四
十
二
年
度
朝
日
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号）

補
正
額

二
二
、
六
四
五
千
円

（
主
と
し
て
補
助
事
業
問
〉

議
※
第
一
一
号
朝
日
町
間
民
健
蹴
保
険
制
侃
条

例
一
部
改
正
の
件

（
所
要
字
句
の
帥
世
間
、
税
率
の
改
正
、
仮

所
得
者
に
対
す
る
減
額
の
閣
の
改
正
）

議
案
第
一
一
一
号
朝
日
町
光
公
民
館
設
置
条
例

一
部
改
正
の
件

（
訟
置
場
所
の
袈
吏
｜
旧
警

察
庁
舎
へ
）

議
案
第
凶
号
朝
日
町
中
山火
図
書

館
設
盟
条
例

一
部
改
正
の
件

（
設
置
場
所
の
変
更
｜
旧

融商
務
庁
合
へ）

議
案
第
五
号
制
日
町
立
中
央
公

民
削
使
用
料
条
例
制
定
の
件

（
中
央
公
民
間
の
使
用
料
を

定
め
る
）

議
案
第
六
場
工
事
請
負
契
約
の

りよだ.6拘
ヨ:a;｜議川

門

泊
病
院
医
師
住
宅

一
O
戸

契
約
金

一
、
九
七
二
万
円

契
約
柑
手

両
越
土
建
K
K

議
案
第
七
号
町
道
、
路
線
の
認
定
及
び
愛

一更
の
件

〈
都
市
計
闘
街
路
、
旧
凶
泊
の

－
部
五

路
線
、
延
長
三
八
凶
三
米
後
町
過
に
認

定〉
町
道
路
線
数

三
七
二
路
線

延

長
一
一
己
、六八
一一米

議
案
氾
八
号
大
字
、
字
の
区
域
の
崎
北
及

び
変
更
の
件

（
桜
町
区
域
の
基
織
強
怖
に
伴
う
も
の）

以
上
八
件

ω務
臓
の
結
果
、
原
泉
ど
お

り
吋
決

X
は
同
意
さ
れ
た
。

（
議
会
事
務
局
）
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留民健康保険制

被保険者の疾病
状況 調 査

自

加
入
者
は
減
少

医
療
費
は
激
増

ひ

現
在
の
国
民
健
康
保
険
は
、
私
た
ち
の

生
活
の
中
に
お
い
て
欠
か
す
乙
と
の
で
き

な
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

年
々
の
経
済
成
長
、
産
業
の
苑
阪
に
伴
い

被
保
険
者
も
社
会
保
障
等
へ
の
加
入
に
よ

り
、
朝
日
町
に
お
い
て
も
国
保
加
入
者
は

昭
和
三
十
五
年
度
に
は
一

一二
、
九
O
一
人

で
し
た
が
昭
和
四
十

一
年
度
は
八
、
八
三

五
人
と
、

七
年
間
で
五
、
O
六
六
人
も
減

少
し
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
五
年
度
を
一

0
0と
し
た
場
合
昭
和
四
十

一
年
度
は
六

回
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
．
反
面
医
療
費

を
み
る
と
、
昭
和
三
十
五
年
度
は
三
千
七

百
七
十
一

万
七
千
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、

陪
和
凶
十
一
年
度
は
九
千
七
百
八
十
七
万

八
千
円
と
な
り
、
乙
の
問
、
医
療
費
の
改

正
、
保
険
給
付
の
改
善
等
に
よ
り
、
利
用

b
や
す
い
国
民
健
康
保
険
に
な
る
と
共
に

受
診
率
の
年
々
の
上
界
が
あ
り
、
医
療
費

は
七
年
間
に
約
二

・
中
ハ
倍
と
な
っ
て
い
ま

－す。
一

こ
の
よ
う
な
医
療
費
の
上
昇
は
、
反
面

－
保
険
税
の
指
高
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

－
医
債
費
の
上
昇
の
一
因
で
あ
る
被
保
険
者

の
一

の
疾
病
状
況
を
、
昭
和
四
十
一

昨
度
分
に

（
圃

つ
い
て
調
査
b
て
み
ま
し
た
。
紙
面
の
都

さあ（震？錨錫説）第144号

合
に
よ
り

一
部
し
か
鷲
械
で
き
ま
せ
ん
こ

と
を
と
f
d
hく．た
さ
い
。

グ
ラ
フ

一
の
凶
保
加
入
状
削
を
み
る
と

国
保
町
捕
の
加
入
俗
は
全
川
の
百
四

・
．h

a

%

（
二
六

O
－
世
情
）
、
被
保
険
者
は
八し

町
の
四

一
・
八
%

（八
、
八
三
一
ム
人
）
で

す。グ
ヲ
フ
二
は
地
区
別
年
間
疾
病
数
を
一

O
O人
当
り
に
つ
い
て
あ
ら
わ
し
た
も
の

で
、
朝
日
町
（
平
均
）
を
み
る
と
明

一
O

O
人
で
五
七
五

・
九
の
疾
病
数
で
、
男
一

人
で
は
約
五

・
八
、
女
一
人
で
は
約
六
・

三
の
疾
病
に
か
か

っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

グ
ラ
フ
三
は
年
令
別
年
間
疾
病
数
で
、

一
O
O人
当
り
に
つ
い
て
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
、
平
均
に
対
し
て

一
才
以
下
は
最
も

疾
病
数
が
多
く
、

つ
づ
い
て
一
一才
よ
り
五

才
以
下
、
六
五
J
以
上
、
凶
山ハ
才
よ
りいハ

凹
才
以
下
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

（民
生
課）
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一
税
金
は
国
民
生
活

一

一
向
上
の
原
動
力
で
す

一

八
月
は
、
ル
民
税
と
保
険
税
の
二
期
分

の
納
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
は
、
と
か
く
税
金
と
い
う
も

の
は
、
強
制
的
な
寄
付
行
為
の
よ
う
に
印
刷

じ
ら
れ
、
快
く
納
め
に
く
い
性
質
を
も
っ

た
も
の
で
す
が
、
道
路
や
橋
や
病
院
、

学

校
な
ど
、
数
限
り
な
い
ほ
ど
の
国
民
生
活

の
向
上
に
必
要
な
施
設
や
施
策
の
す
べ
て

の
財
源
と
な
っ
て
い
る
と
と
は
い
ま
さ
ら

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ζ

れ
ら
の
乙
と
を
、
そ
の
都
度
よ
く
認

"" 

., .. 
．，岬

，，， 

識
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す。
社
会
保
障
制
度
の
強
化
で
、
任
意
却
入

だ
っ
た
健
康
保
険
も
、
昭
和
三
十
六
年
か

ら
は
、

国
民
は
い
す
れ
か
の
保
険
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、

医

探
給
付
も
本
年

一
月
か
ら
、
従
来
の
、
家

放
の
五
割
が
七
割
と
な
り
、
大
き
く
向
上

を
見
せ
て
い
ま
す
。

保
険
税
は
、
昨
年
に
化
し
、
平
均
一

人

当
り
千
円
、

一
世
帯
に
三
千
円
ほ
ど
高
く

な
り
ま
す
。
税
額
は
所
得
に
四
十
%
、
資

産
に
十
%
、
均
等
割
三
十
五
%
、
平
等
割

十
五
%
で
割
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「う
ち
は
医
者
に
か
か
ら
な
い
か
ら
」 a’ 

「
保
険
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
か
ら
」

と
宮
っ
て
保
険
税
を
滞
納
し
た
り
、
納
期

に
避
れ
る
方
も
あ
る
よ
う
℃
す
が
、
い
ず

れ
は
、

「
乙
れ
は
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝

さ
れ
る
保
険
で
あ
る
乙
と
を
認
議
し
て
い

た
だ
き
、
艦
艇
で
明
る
く
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

（
税
務
課
）
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昭
和
四
十
二
年
度

消
防
設
備
士
獄
験
実
施
要
領

昨
年
の
十
月
一

日
か
ら
、
消
防
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
消
防
団
設
備
（
屋
内
消

火
栓
、
屋
外
消
火
栓
、
自
動
火
災
報
知
機、

避
難
器
具
、
そ
の
他
）

の
工
事
及
び
整
備

を
行
な
う
に
は
、
消
防
設
備
土
の
資
格
の

あ
る
人
で
な
け
れ
ば
工
事
及
び
整
備
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

ζ

の
際
受
験
の
上

資
格
を
取
得
さ
れ
る
よ
う
お
顧
い
い
た
し

ま
す
。

記

て
試
験
の
種
類
剛
種
消
防
設
備
土
及

び
乙
租
梢
防
設
備
士

二
、
試
験
の
日
時
間
和
四
十
二
年
九
月

八
日
か
ら
↑
一

月
二
十
五
日
ま
で

で
種
類
に
よ
り
輿
な
る

三
、
願
書
受
付
八
月
十
五
日
J
二
十
五

ロM

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
消
防
署
へ
お
問

い
・
合
せ
く
だ
さ
い
。
〈
消
防
署
）
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一
，
あ
さ
ひ
」
第
一
阿
三
分
戸
七
月
十
日

号
）
が
発
行
せ
ら
れ
た
翌
日
、
即
ち
七
月

十
一
日
、
県
官
山
高
校
で
開
催
さ
れ
た
県

砂
公
聴
会
の
席
上
．
闘
市
朝
日
発
情
の
問

題
が
執
り
よ
げ
ら
れ
、
隣
町
入
鳴
門
町
民
か

ら
も
司
成
り
活
売
は
質
問
等
が
出
て
、
朝

日
発
泡
の
釣
成
反
対
の
刈
端
が
、
ヴ
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
ぎ
れ
て
米
た
。
一

応
予
期
さ
れ

た
乙
と
で
は
あ
っ
た
が
、

H

出
る
意
味
に
お

い
て
大
き
く
前
進
し
た
と
も
受
け
と
め
て

い
い
と
お
も
う
。
又
先
の
六
月
県
議
会
で

は
、
黒
部
川
流
域
水
資
源
の
調
査
費
と
し

て
．
論
議
を
よ
ん
だ
が
、

一
応
七
川
万
円

也
の
調
査
費
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
次
い
で
、
七
月
二
十
九
日
開
催
さ
れ

ひ

！摩：談：~＂ I,ji会J
関電朝日第一・第

二発電所実施計画

発表とその後の問

題点 (3) 

た
的
山
県
議
会
建
設
委
員
会
に
、
中
川
朝

日
畏
も
関
係
市
町
の
一
人
と
し
て
、
陳

述
人
と
し
て
出
席
、
朝
日
町
住
民
に
代
っ

て
、
朝
日
発
泡
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
申

立
て
、
問
問
等
に
こ
た
え
て
、
朝
日
町
の

立
場
を
県
議
会
に
正
し
く
反
映
さ
せ
る
べ

く
、
努
力
し
て
帰
町
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
事
態
の
推
移
進
展
し
て
い
〈

中
で
、
我
々
町
民
は
、

一
層
朝
日
発
電
に

つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、
兄
舟
互

い
に
争
う
が
如
き
m
胞
を
な
さ
ず
、
普
隣
友

好
の
突
を
む
す
ぶ
h
h

め
に
、
各
自
の
可
能

な
は
ん
い
に
お
い
て
、
協
力
を
し
て
い
た

だ
き
皮
い
と
お
も
う
わ
け
で
あ
る
。

司
会

御
参
集
の
皆
様
、
夜
分
又
し
で
も
御
苦
労

を
か
け
ま
す
が
、
さ
て
、
先
回
ふ
れ
よ
う

と
し
た
こ
と
に

つ
い
て
の
情
況
も
お
話
し

願
い
ま
し
ょ
う
。

町
長実

は
、
六
月
十
九
日
、
町
長
及
び
町
議

会
議
長
、
町
議
会
総
合
開
発
特
別
委
筒
長

名
を
以
て
、
町
を
代
表
し
て
、
県
当
局
へ

陳
情
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
陳
情
習
は
別

紙
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
発
電
事
業
と

い
う
も
の
は
、
公
益
事
業
で
あ
り
、
ひ
レ

て
は
地
域
開
発
に
も
大
き
く
貫
け
ん
す
る

も
の
で
あ
る
長・
か
ら
し
て
、
朝
日
発
砲
所

笑
施
計
画
に
協
力
す
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か

委あ tll連商特町町

~ －別議
爪師工会

員ひ ~－ 委総
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大木小酒中

薙

弁

県

菅野沢

遣す

ニな浩

九

畢

道

守

で
な
い
乙
と
を
卒
直
に
陳
情
し
た
の
で
す

別
紙
、
関
西
協
力
朝
日
発
電
所
水
刺
使
川

認
可
促
進
に
闘
す
る
陳
情

3

表
記
発
地
所
の
閲
発
に
つ
い
て
は
、
昭

和
問
十
二
年
四
月
十
六
日
間
凶
地
力
株
式

会
社
が
本
年
十

一
月
に
指
工
に
決
甑
を
か

た
め
た
乙
と
の
新
開
発
表
が
な
さ
れ、

引

き
続
き
四
月
二
十
四
日
富
山
川
知
事
内
市
川

利
使
用
認
可
申
請
書
が
促
出
さ
れ
た
乙
と

は
新
聞
、

テ
レ
ビ
等
が
一
斉
に
報
道
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
特
に
下
新
川
（
版
部
、

宇
奈
月
、
入
荷
、
朝
日
の
一
市
三
町
v

の

よ
う
な
環
境
に
一
忠
ま
れ
な
い
辺
境
の
向
治

体
に
於
て
は
、
す
べ
て
を
公
共
伐
抑
制
に
依

μし
て
は
と
う
て
い
モ
の
将
来
の
繁
栄
は

期
待
出
来
な
い
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い

こ
れ
等
低
開
発
地
賊
住
民
に
と
っ
て
耳
よ

り
な
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
受
け
と
め
た
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
発
股
は
何
と
い
い
ま
し
て
も
民

間
投
資
仰
協
力
な
く
し
て
と
う
て
い
望
め

な
い
こ
と
は
全
園
、
必
い
は
近
く
の
宇
奈

月
町
の
例
か
ら
致
し
ま
し
て
も
知
ら
れ
る

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
朝
日

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
た
と
え
、

三
日
市
発
電
所
で
あ
ろ
う
と
、
朝
日
発
電

所
で
あ
ろ
う
と
も
同
じ
浪
部
川
の
デ
W
タ

地
帯
に
住
む
以
上
、
一
市
三
町
の
大
同
合

併
の
機
運
に
．
傾
い
て
l

十
る
時
、
こ
う
し
た

耐
蝕
開
発
の
チ
セ
ン
ス
を
絶
対
に
逃
す
べ

き
で
な
い
と
い
う
意
見
の
一
致
を
み
た
の

で
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
八
年
以
来
、
同

社
新
出
部
川
第
三
発
電
所
、
援
ぴ
に
新
黒

部
川
第
二
発
電
所
の
水
利
使
用
認
可
に
対

し
、
県
知
事
殿
の
地
元
諮
問
に
対
し
て
も

限
条
件
で
御
間
意
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

下
疏
開
発
の
調
査
に
も
極
め
て
協
力
的
に

参
り
ま
し
た
こ
と
は
、
す
で
に

C
存
知
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
じ

然
る
に
こ
の
計
画
に
対
し
て
、
一
部
強

い
反
刻
が
ζ
ざ
い
ま
し
て
朝
日
町
地
内
の

・1
入
翻
査
に
ま
で
、
異
論
を
と
な
え
、

川州

出
向
へ
申
入
れ
の
あ
っ
た
こ
と
な
ど
ま
こ

と

μ
遇
憾
に
た
え
な
い
次
第
で
ご
ざ
い
ま

ま
す
3
0

明
日
発
泡
所
の
計
画
内
枠
に
っ
さ
ま
し

て
当
町
で
は
さ
る
六
月
九
日
説
明
会
を
開

催
し
、
関
西
電
力
北
陸
支
社
首
脳
部
に
よ

る
説
聞
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
席

上
融
会
の
問
販
に
対
し
て
は
、
常
に
か
ん

で
ふ
く
め
る
よ
う
に
枠
制
な
技
術
的
説
明

が
な
さ
れ
、
附
氾
気
事
業
は
単
な
る
蛍
利
事

業
で
な
く
、
公
益
事
業
と
し
て
同
内
天
然

首
似
の
む
効
利
川
の
使
命
そ
も
お
ひ
で
お

り
、
地
域
開
発
の
助
成
、
地
元
住
民
へ
の

協
力
等
に
き
め
の
こ
ま
か
い
配
意
が
な
さ

れ
て
お
り
、
地
域
社
会
に
貢
献
と
そ
す
れ

何
等
不
安
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

戦
後
富
山
県
が
今
日
の
発
展
を
見
る
に

至
っ
た
こ
と
も
、
水
資
漉
に
恵
ま
れ
屯
源

開
発
に
よ
る
波
及
効
果
以
外
の
例
も
の
で

も
な
い
こ
と
も
断
言
出
来
る
と
思
い
ま
す

願
わ
く
ば
こ
う
し
た
観
光
、
産
業
文
化
、

経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
朝
日
発
電
訓
酬

を
以
て
黒
部
川
の
有
終
の
美
と
し
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

剛
山
部
川
下
流
の
一
民
開
発
に
つ
い
て
は

す
で
に
県
当
局
も
御
承
知
の
如
く
、
黒
凹

認
可
の
条
件
と
な
っ
た
‘
い
わ
ゆ
る
黒
四

協
定
の
第
＝
項
に
、
県
四
の
建
設
工
事
此

び
こ
れ
に
関
連
す
る
発
電
工
事
に
対
し
て

は
、
地
元
（
一
市
三
町
）
は
関
西
電
力
に

誠
意
を
以
っ
て
協
力
す
る
も
の
と
す
る
し

と
約
束
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
、
県
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は

一
町

一
以
の
み
な
ら
ず
、
北
院
地
域
の
発

展
、
ひ
い
て
は
時
あ
た
か
も
中
近
東
の
間

際
情
勢
緊
迫
し
て
い
る
と
き
、
圏
内
資
源

め
行
効
利
削
に
よ
る
凶
策
と
の
見
地
か
ら

も、

一
日
も
卑
く
認
可
相
成
り
ま
す
よ
う

反
対
意
見
の
調
躍
に
誠
意
を
以

っ
て
説
得

に
つ
と
め
ら
れ
た
く
、
此
処
に
朝
日
町
政

ぴ
に
明
日
町
議
会
を
代
表
し
て
陳
情
巾
し

上
げ
ま
す
。

大
菅．

以
対
側
は
反
対
の
陳
情
や
町
民
似
合
な

ど
で
、
ム
ー
ド
づ
く
り
に
つ
と
め
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
然
し
そ
の
向
う
を
張
る
と

レ
う
の
で
な
く
、
同
策
の
線
に
そ
っ
て
、

然
も
新
川
地
区
の
低
開
発
地
帯
開
発
と
い

う
大
す
じ
に
立
つ
て
の
陳
附
は
ま
ζ

六
に

時
貨
を
得
た
も
の
と
思
い
ま
す

q

酒
井あ

え
て
以
対
側
を
刺
げ
き
す
る
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
明
日
町
の
与
え
方
を
、

E

し
く
理
解
願
う
た
め
に
も
火
い
に
役
立
つ

と
お
も
ド
ま
す
c

小
沢こ

の
あ
い
だ
の
県
政
公
聴
会
に
矢
張
り

入
茜
側
か
ら
、
か
ん
が
い
則
水
の
問
題
、

特
に
工
梁
川
点
、
飲
料
水
怖
の
問
．
地
に
つ

い
て
す
べ
て
不
足
す
る
の
だ
と
い
う
刷
出

で
き
め
つ
け
た
質
問
も
あ

ι

っ
た
が
、

χ
、

問
抵
は
利
益
追
及
の
常
利
会
社
な
の
か
、

公
共
会
社
な
の
か
、
従
っ
て
朝
日
発
電
も

い
ず
れ
の
性
格
な
の
か
、
県
慣
七
百
万
円

を
つ
ぎ
こ
ん
だ
調
査
結
果
を
速
や
か
に
わ

れ
わ
れ
股
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
。

町
長

町
民
の
中
に
は
良
心
的
な
追
求
を
す
る
者

が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
、

一
日

も
単
く
、

正
常
な
俊
に
冗
ち
か
え

っ
て
、

聞
く
べ
き
ま
渇
き
－
検
討
す
べ
き
は
検
討

ze
－－、．

h

．
円N

b

・2・
下旬

す
る
と
い
手
と
こ
を
ぺ
島
判
じ
哲
付
税
ら
い

た
い
ー
も
の
で
す
じ

司
会公

聴
会
を
と
お
し
て
隣
町
入
部
と
、
朝

日
発
切
に
つ
レ
て
、
す
こ
し
で
も
話
し
合

う
般
会
を
持

っ
た
乙
と
は
、
叫
莱
初
発
電

計
画
決
現
へ
の
足
が
か
り
と
し
七
可
き
わ

め
て
取
叫
な
意
表
を
も
つ
も
の
と
、
又
そ

れ
を
則
待
し
得
る
糸
U
を
成
る
底
昧
で
見

出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
お
も
わ
れ
ま

寸
y

。択
に
去
る
七
月
二
十
九
日
、
県
庁
で
お

こ
な
わ
れ
た
、
県
議
会
建
設
番
目
会
に
出

頭
陳
述
さ
れ
た
町
長
さ
ん
、
そ
の
時
の
間

様
を
お
き
か
せ
願
い
た
い
。

町
長七

月
二
十
九
日
、
県
議
会
強
敵
委
員
会

か
ら
の
裂
諸
に
も
と
づ
き
、
わ
た
し
が
越

説
委
同
開
会
に
出
ま
し
て
、
大
型
川
紙
の
よ

う
な
似
述
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
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陳
述
人
は
関
係
市
町
の
代
表
が
全
部
招

か
れ
た
の
で
、
一
人

一
人
、
個
別
に
瞭
述

し
た
の
で
す
。
陳
述
の
終
っ
た
あ
と
質
問

も
あ
っ
て
こ
れ
に
お
こ
た
え
し
て
、
さ
が

っ
た
よ
う
な
訳
で
す
。

。
務
考
ま
で
に
陳
述
由
の
内
容
を
記
し
ま

す
が
、
我
田
引
水
的
な
意
見
で
は
な
く
、

大
極
的
見
地
に
立
つ
て
の
御
意
見
で
あ
る

町
民
と
し
て
も
、
乙
の
町
長
の
陳
述
を
と

お
し
て
、
正
し
い
理
解
を
持
つ
こ
と
が
き

わ
め
て
重
要
な
ζ

と
と
お
も
う
（
司
会
）

陳

述

書

こ
の
た
び
水
利
使
用
許
可
申
請
舟
が
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
関
西
電
力
の
朝
日
計
画

に
つ
い
て
、
朝
日
町
民
争
代
表
し
て
乙
れ

に
対
す
る
考
え
方
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

私
共
は
こ
の
計
画
は
、
黒
四
ダ
ム
の
水

利
開
発
の
最
終
的
な
し
め
く
く
り
の
工
事

で
あ
る
と
毘
解
し
て
お
り
ま
す
。
黒
四
，F

ム
建
設
以
来
、
新
聞
間一
ニ
、
新
川
市
い
こ
と
、
引

き
つ
づ
き
発
喝
所
が
開
発
さ
れ
て
参
り
ま

し
て
、

ζ

れ
等
の
龍
源
は
国
内
協
力
の
供

給
増
大
、
中
東
動
乱
に
み
ら
れ
る
釦
き
国

際
事
情
、
或
い
は
外
貨
節
約
と
い
っ
た
我

が
国
の
国
家
的
見
地
か
ら
極
め
て
有
力
な

号

一
貢
献
を
な
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

何

一
あ
り
ま
し
て
、
折
角
の
天
然
資
源
と
巨
額

引

一
の
投
資
が
よ
り
有
効
に
生
か
さ
れ
る
の
で

ト
ド

一
あ
れ
ば
、
そ
の
場
所
が
、
朝
日
町
で
あ
れ

目
前
一
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
い
ず
乙
で
あ
れ
、

行

月
初
－
政
区
画
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
的

8
梗
｝
に
協
力
す
る
と
よ
は
適
当
な
乙
と
で
あ
る

む
種
？
と
考
々
で
お
り
ま
す
。

脚
則
一
一
終
し
な
が
ら
国
家
的
見
地
か
ら
の
電
力

〆（
E

朗
売
が
重
要
で
あ
る
に
し
て
も

J

開
発
に

－
直
接
に
関
係
す
る
削
除
な
り
、
市
町
村
な
り

の

－
い
わ
ゆ
る
地
元
と
し
て
は
お
の
ず
か
ら
そ

ぐ

－
の
利
害
得
失
に
つ
い
て
特
別
の
も
の
が
あ

ひさあ

る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
従
米
富
山
る
と
思
う
の
で
あ

り

ま

す

。

市

町

村

と

変

る

と

こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

県
に
、
多
数
の
電
源
の
開
発
が
お
乙
な
お
朝
日
町
議
会
及
び
小
臓
は
、
去
る
六
月
万
が
一
に
も
用
水
に
不
足
を
来
す
よ
う
で

れ
て
容
り
ま
し
た
が
、
乙
れ
等
は
地
元
に
九
日
、
関
白
電
力
北
陸
支
社
か
ら
朝
日
計

は

一
大
事
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
夜
が
町

対
し
て
、
果
し
て
利
害
得
失
の
バ
ラ
ン
ス
閣
の
内
容
を
聴
取
い
た
し
慎
重
に
検
討
し

と
し
て
は
そ
の
よ
・J
な
事
態
は
あ
り
得
な

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
て
参
っ
て
お
り
ま
す
u

い
と
与
え
て
お
り
、
何
等
の
不
安
な
く
伎

を
も
考
え
て
み
る
必
裂
が
あ
り
ま
す
。
私
制
け
川
聞
に
い
う
慨
w
T
ク
ム
は
述
調
路

意
を
裂
し
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
〈
小
略
）

共
の
見
解
で
は
開
発
以
前
と
開
発
以
後
と
池
と
し
て
の
役
割
り
を
果
す
も
の
で
あ
っ

を
冷
静
に
比
べ
る
と
き
、
総
合
的
な
利
点

て
、
出
部
川
の
流
況
の
安
定
に
寄
与
す
る
先
般
燥
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
明
日
計

の
方
が
む
し
ろ
多
く
、
一
方
的
に
損
怖
を
・
も
山
で
あ
る
と
い
う
乙
と
、
即
ち
雨
期
に
闘
に
閲
し
て
調
査
自
の
計
上
と
い
う
ζ
配

加
え
ら
れ
て
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
は
、
洪
水
に
よ
る
莫
大
な
損
失
と
恐
怖
と
慮
を
い
た
だ
き
、
設
々
と
し
て
は
衷
心
感

と
は
、
殆
ん
ど
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

を

取
り
除
き、

日
照
り
の
場
合
に
は
、

か
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
厚
く
お
私
を
巾

全
国
的
に
も
篭
源
開
発
の
面
で
、
軍
き
を

ん
が
い
用
水
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す。

な
す
富
山
県
が
、
そ
の
た
め
に
被
苫
を
受

干
ば
つ
の
被
害
を
防
ぎ
、
白
黙
疏
の
ま
ま
県
な
ら
び
に
県
議
会
御
当
局
に
お
か
れ

け
て
い
る
燥
で
あ
る
と
は
到
低
考
え
ら
れ
・
に
脱
出
さ
れ
る
場
合
を
慰
倣
す
る
と
き
、

ま
し
て
は
．
川
到
に
し
て
川
迅
速
な
制
作

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

比
較
に
な
ら
ぬ
効
果
を
発
仰
す
る
も
の
で

を
お
す
す
め
た
ま
わ
り
、
通
切
妥
当
な
結

い
ま
ひ
と
つ
の
見
方
と
い
た
し
ま
し
て
あ
り
ま
す
。
電
源
開
発
を
単
な
る
常
利
事

論
を
下
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
治
水
、

地
峡
開
発
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
お
よ
楽
と
き
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し

そ
地
域
開
発
の
要
請
と
い
う
も
の
は
、
地
ろ
そ
の
公
益
性
を
尊
重
す
る
乙
と
こ
そ、

産
業
、
観
光
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た

っ

域
の
特
性

ω巌
も
有
効
な
活
用
で
あ
る
こ
政
治
、
行
政
の
本
旨
で
あ
る
と
思
い
ま
す
て
好
影
響
を
も
た
ら
す
こ
の
朝
日
発
電
計

ど
は
論
を
ま
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ

η
ま
す

（

中
略）

画
を

一
日
も
尽
く
実
現
せ
し
め
て
い
た
だ

が
、
我
が
刺
日
町
が
、
天
与
の
条
件
と
し

ま

た
南
山
県
の
東
北
の一

附
に．
R
加
の

き
ま
す
よ
う
、
金
町
民
に
代

っ
て
お
願
い

て
沼
原
の
開
発
に
過
し
て
い
る
の
で
あ
れ
時
間
が
な
さ
れ
る
と
い

5
こ
と
は
、
単
に
叩
し
ょ
げ
ま
す
。

ば
、
乙
の
条
件
を
肢
も
何
効
に
生
か
す
た

一
行
政
区
闘
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
地

め
に
地
域
住
民
が
こ
ぞ

っ
て
そ
の
実
現
を
域

一
円
必
は
全
以
に
・円
，
っ
て
附
・
桜
た
る
と

大諸国

要
望
す
る
乙
と
は
当
然
で
あ
り
ま
し
て
、

間
接
た
る
と
を
問
わ
ず
、
経
済
仰
強
の
れ

隊
述
の
あ
と
、
ど
ん
な
質
問
が
な
さ
れ

何
等
偏
狭
な
地
域
性
に
と
ら
わ
れ
る
も
の
効
な
刺
激
相
料
と
な
り
、
た

と

え

数

作

間

：
ま
し
た
か
れ

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

。

の

i
事
期
間
と
い
え
ど
も
等
閑
に
ド
す
る

j
t

朝
日
町
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な

目
乙
と
の
出
来
な
い
好
い
影
響
を
も
た
ら
す

町
長

出
し
た
理
解
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
こ
と
な
ど
、
以
上
の
よ
う
な
諸
点
を
考
慮
い
く
つ
か
の
点
に
つ
レ
て
質
問
が
あ
り

し
て
、
今
回
の
朝
日
計
画
に
対
し
て
の
み
し
ま
し
て
、
国
欲
的
、
全
叫
的
さ
ら
に
は

ま
し
た
。
ま
ず
朝
日
町
が
、
川市い部
川
の
水

賛
意
を
哀
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ゐ

地
域
的
見
地
か
ら
致
し
ま
し
て
も
、
次
引
に
関
係
が
め
る
か
、

黒
部
川
に
間
接
の
閣

附
和
三
十
八
年
以
来
、
新
出
尚
一一て

新
川
二
闘
は
街
効
適
切
な
も
の
で
あ
っ
て
、

一
日

係

も
持
た
な
い
例
日
町
が
、

今
ぽ
の
針
酬

の
い
づ
れ
に
つ
き
ま
し
で
も
、
沼
山
県
知
も
早
く
そ
の
実
現
万
を
希
望
す
る
と
い
う
に
賛
成
も
不
賛
成
も
あ

っ
た
も
の
で
は
な

事
の
水
利
使
用
認
可
に
関
す
る
地
元
諮
問
結
論
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

’

い
、
と
い
う
話
が
あ
る
が
事
実
は
ど
う
か、

に
お
い
て
は
、
乙
れ
に
同
窓
申
し
上
げ
協
な
お
ま
た
、
朝
日
町
は
約

一
、
七
C
C

L

と
い
う
質
問
か
あ
り
ま
し
た
。
乙
れ
は
隙

力
い
た
し
て
来
て
い
る
ζ

と
は
ど
存
知
れ
へ
ク
タ

l
wの
水
田
を
有
し
て
お
り
ま
す

述
に
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
朝
日
町
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
今
聞
の
朝
日
計
闘
が
、
こ
の
う
ち
の
約
六
O
%の
一
、

0
0

に
限
っ
て
我
田
引
氷
の
説
を
と
な
え
る
も

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
は
県
部
川
の
水
に
よ
水
田
の
六

O
%以
ょ
が
県
部
川
の
水
に
よ

の
で
は
な
い
と
い
う
乙
と
は
、
乙
部

一
事

っ
て
う
る
お
さ
れ
て
お
り
、
い
う
な
れ
ば
っ
て
う
る
お
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
お
わ

を
以
っ

て
し
て
も
刷
ら
か
に
と
諒
議
願
え
黒
部
川
を
命
の
綱
と
す
る
こ
と
は
、
隣
接
か
り
に
な
ら
な
い
よ
う
で
。

酒
井命

の
つ
な
と
も
た
の
む
烈
部
の
水
が
、

小
川
を
尚
一
断
し
て
泊
地
区
に
ま
で
米
て
い

る
ζ

と
が
、
わ
が
町
の
人
た
ち
の
内
、

特

に
股
門
家
で
な
い
出
刊
さ
A
に
は
知
っ
て
お
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
で
L
ょ
う
か
。

こ
の

よ
う
に
密
接
な
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
わ

が
町
に
し
て
、
関
電
の
朝
日
計
聞
に
賀
意

を
表
し
て
い
る
所
以
の
も
の
は
、
如
何
に

国
策
事
業
と
は
い
え
、
地
戚
関
係
住
民
の

利
益
を
開
国
し
た
工
事
が
な
さ
れ
る
事
は

屯
顕
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
し
、

χ
そ
れ
を

日
ず
る
か
・
り
で
あ
り
ま
す
。

司
会そ

の
ほ
か
に
、

質
問
の
中
で
特
に

町
長反

対
の
立
泌
を
と
る
隣
り
の
町
と
の
聞

に
、
な
ぜ
話
合
い
の
機
会
を
持
た
な
い
か

と
い
う
質
問
で
し
た
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
も
っ
て
来
た
県
東
議
員
協
議

会
の
凶
催
を
再
三
な
ら
ず
呼
び
か
け
て
い

る
の
で
す
が、

向
う
が
一
向
に
応
じ
て
下

さ
ら
な
い
の
で
、
話
合
の
機
会
が
持
て
な

い
こ
と
、
も
う
一
点
は
、
当
朝
日
町
だ
け

が
、
関
慌
の
説
明
を
聞
い
て
い
る
の
で
、

人
呂
、
県
部
の
州
市
町
が
、
今
日
な
お
、

そ
の
説
肌
を
附
い
て
い
な
い
、
聞
い
て
い

る
こ
ち
ら
か
ら
聞
い
て
い
な
い
附
市
町
之

羽
合
の
場
を
持
っ
た
場
合
．
当
然
関
但
の

説
明
の
話
が
出
る
訳
で
、
朝
日
町
が
、
関

電
の
チ
ョ
ウ
チ
ン
持
ち
を
し
て
い
る
と
誤

解
さ
れ
た
の
で
は
、
却
っ
て
ま
ず
い
結
果

を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
危
同
情
す

る
か
ら
で
あ
る
と
、
お
こ
た
え
し
た
、
要

員
諸
氏
も
乙
れ
に
は
う
な
ず
い
て
お
ら
れ

た
よ
う
で
す
。

’『M
F同

u
n『
M



＼，J
－川

ヤ

ρ
市
圏
闇
瞳
圃
畢
腫

ζ

と
し
も
台
風
シ
1

り
す
る
も
の
は
取
り
は
ず
す
か
補
川

（
：

｜

 

川
闇
哩
圏
圏
酒
醐
ズ

ン
が
や
っ
て
き
ま
し
強
す
る
。

川
一
園
開
一
日
間
勤
醐
た
。

気
象
庁
の
長
期
予

・
ぬ
れ
る
と
困
る
も
の
は
、
内
の
上

川

川
闘
開
掴
圃
圃
圃

報
も
五
J
六

個

の

台

風

や

高

い

と
こ
ろ
へ
移
す
。

川
園
圃
圃
闘
咽
曜

が
日
本
へ
膨
縛
を
あ
た

・
大
雨
が
長
く
続
く
と
地
・
備
が
ゆ
る

川

川
一
明
岡

4
M融

え
る
．た
ろ
う
と
報
じ
て
み
ガ
ケ
く
ず
れ
の
危
険
が
あ
る
の

川

醐
圏
F

’U闘
い
ま

す

。

で

注

意

す

る

，
醐
圏
掘
薗
醐
髄

こ
の
台
風
に
そ
な
え
て

・
提
防
や
護
岸
の
近
く
に
住
ん
で
い
川

川
一
個
頓
島
崎
、
舗

も
う
－
度
身
の
ま
わ
り

る
人
は
、
川
や
海
の
水
か
さ
に
注

川

川
醐
ド
晴
9
U臨

の
点
検
と
必

の

準

備

を

意

す
る
。

川

蝿
櫨
錨
野
晶
翻

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

o

C
避
難
を
す
る
と
き
の
注
意

川

V
結
接
住
民
検
診

輯

aa噂
睡
O
台
風
が
近
づ
く
前

の

・

ま
ず
電
気
、
，カ
ス
な
と
の
火
の
胎
川

け

白

川

・
叩
J
巾
・

∞
泊
公
民
・餌

川
薗
市
ww
民

監

輯

準

備

末
と
、

戸
締
ま
り
を
確

実

に

す

る

川

（

本
町
、
中
町
、
ヒ
町
、
大
臣
、
内

川
圏
圃
醐
晶
醐
醐
・

テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ

・
家
族
そ
ろ
っ
て
迷
わ
す
、
終
祭
官

川

町〉

揺
盟
醐
明
舗

で
気
象
情
報
や
防
や
水
防
団
の
人
た
ち
の
指
示
に
従

…

μ白
川

・
∞

A
－
初

学

会

館

闘
関
脇
開
蜘
瞬

災
上
の
性
意
を
よ
っ
て
避
難
す
る
。

暗
唱
轟
盟
強
顕

川

（
民
川

一
J
五
丁
川
水
広
町
、

幽

R
M
r麗

く
き
い
て
、
そ
の

・
聞
り
道
で
も
安
全
な
過
を
選
ぶ
。
川

1
7

臨
盟
国
間
噛
蝿

内
科
に
応
じ
た
対

・
頭
に
は
利
子
、
ず
き
ん
、
ヘ
ル
メ

川

C
、

関

剖

出

蹴

容
を
た
て
る
。

ッ

ト

な

ど

の

防

具

を

つ

け

る
か
火
川

お
H

同
・
∞
J
川口
・
∞
般
ド
ト
会
館

山
一闘

m
k幅
蝿

・

停
電
に
そ
な
え
て

類

で

お
お
う
よ
う
に
す
る
。

川

〈
全
町
主
党
検
者
J

田
園
調
曹
駒
田

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー

・
遁
に
沿
っ
て
川
や
池
が
あ
る
川
場
合
川

V
乳
児
相
談

川
園
開
店
聞
配
融

ラ
ジ
オ
、
懐
中
間
は
風
に
吹
き
と
ば
さ
れ
な
い
よ
う
山
刀
日

日

・
∞
J
円
・
∞

椛

仁
会
郎

川
一

臨

時

協

灯
、
ろ
う
そ
く
を
に
風
上
側
主
っ
て
通
る
。

山

（

五

月

間

、
同
崎
、
民
）

川
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醐
勘
闇
闘

用
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す
る
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川
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目

・
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∞
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ヘ
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版
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冒
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・
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宅
付
近
の
地
形

州

ー

川

凶
〈
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家
正
地
ほ
）

や
大
風
、
大
水
に
よ
る
影
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を
よ

川川
マ
成
人
病
検
ぷ

川

く

知

っ

て

お

く

M

山

・
避
難
す
る
と
き
の
安
全
な
場
所
や

守

川
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日
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∞
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可
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凹
同
時
公
民
館
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す
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検
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を
し
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手

川

泊

日

目
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目

白

山
崎
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校
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遁月勺

や
下
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の
流
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を
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の
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婦
検
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母
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台

風
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い
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と

き

の
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型

ノ

J
i判
u

e

n

川
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・
∞
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∞
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所

川
・
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を
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’

川
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の
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講
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会
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＼い
め

三

み

れ／
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叫
汁

1
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出
を
で
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者
八
月
三
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日

合

わ
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で
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い
1
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9
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魚
津
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所

・
風
で
倒
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＼

＼

、
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川

た

り

、

飛

＼

、

〈

、＼

、

／
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…

詳
細
に
つ
い

ば

さ

れ

た

＼

＼

、

＼

、

川
せ
く
だ
さ
い
。
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か
く
地
の
市
町
村
に
居
住
の
た
め
、

内
臓
補
州
市
所
を
利
用
す
る
乙
と
が
困
難
な

万
の
た
め
に
、
巡
川
向
動
山
中
に
よ
る
巡
川

相
談
を
川
柳
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ま
す
ο
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コ
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川
初
日
町
役
場
樹

飼
犬
は
必
ず
つ
な
ご
う

野
犬
や
、
野
放
し
の
飼
い
犬
に
よ
る
事

故
が
よ
く
起
き
て
い
ま
す
。
県
で
は
対
策

に
全
力
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
犬
の

危
宮
防
止
条
例
も
公
布
さ
れ
ま
し
た
G

町
民
の
皆
さ
ん
も
択
の
点
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
闘
い
し
ま
す
。

マ
周
航
約
内
出
い
も
い
る
と
い
わ
れ
る
町

内
の
野
犬
の
大
部
分
は
飼
い
、
犬
が
的

て
ら
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
例
犬
の

子
が
的
て
ら
れ
て
野
犬
に
な
っ
た
も

の
で
寸
’o

犬小－

mて
る
人
が
い
る
限
り
、
野
犬

は
い
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
．
不
川
な
犬

は
必
ず
も
よ
り
の
保
健
所
か
役
場
民

生
課
へ
引
き
渡
し
て
く
．
た
さ
い
。

マ
野
肢
し
に
さ
れ
た
飼
い
犬
が
野
犬
の

中
に
ま
ざ
っ
て
い
る
た
め
、
野
犬
捕

獲
員
が
闘
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
は

必
ず
つ
な
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
野
放
し
に
さ
れ
た
飼
い
犬
が
野
犬
の

中
に
ま
ざ
っ
て
い
る
た
め
、
野
犬同
川

舵
川叫
が
附
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
は

必
ら
ず
つ
な
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
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を
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一
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ま
し
た
。
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今
後
と
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と
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す
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穂
首
、
枝
柄
イ
モ
チ
病
防
除
は
必
ず
実
結
び
つ
け
て
見
て
く
だ
さ
い
。
さ
れ
た
・
も
み
は
必
ず
そ
の
日
の
内
に
乾
保

川

行
す
る
と
共
に
九
傾
砲
期
以
降
で
も
天
候
間
水

の

か

け

引

き

機

に
入
れ
、
水
分
を
一
六
%
以
下
に
な
る

川
島
R
川

が
不
順
と
な
る
と
般
加
し
、
被
苫
が
あ
る
捻
突
に
は
水
分
が
大
凶
で
す
。
特
に
中
ょ
う
、
乾
繰
施
設
を
考
え
て
生
脱
し
な
い

山一
時

川

ゎ
で
防
除
の
万
全

2し
て
く
だ
さ
い
。
脱
生
は

Eと
共
に
水

自

ら
れ
る
ど
減
と
、
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
の
容
に

顎

川

県
拘
束
は
カ
ス
ミ

ン
刑
を
医
科
附
句
故
山
収
と
な

η
ま
す

omの
刈
取
の
文
聞
の
な
よ
っ
て
は
ヤ
ケ
米
と
な
り
、

こ
と
し
か
ら

川
・目白

川

し

て

く

だ

さ

い

。

い

限

り

、
水
の
か
け
引
き
二
心
掛
け
ま
し
は
政
府
民
入
米
に
な
ら
な
い
こ
と
も
巧
え

川
忠
R

川

ワ
ン
カ
却
の
防
除
l
－

昨

年

十

ビ

イ

ロ

ょ

う

。

ら

れ

ま

す

の

で

、

特

に

A
凶
的
作
業
が
火

山
駅
川

少
ン
カ
の
被
害
を
受
け
た
地
帯
は
‘
発
生
成
田
の
山町
福
な
所
は
朝
夕
縦
ル
下
し
て
く
だ
切
で
す
。

川
崎

J

九州

予
紫
や
削
除
体
制
が
で
き
て
い
る
会
え
さ
い
ο
稲
の
碑
突
は

μ℃
似
か
一
得
よ
い
文
、
過
乾
燥
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ふ

恒
常

ら
れ
ま
す
が
、

全
般
に
つ
い
て
は
特
に
注

の
で
す
。

分
会

一
五
%
J十
四
%
に
し
て
出
荷
し
ま

川
山
凶

意
し
て
仔
虫
の
発
生
を
み
て
く
だ
さ
い
。

ω適
期
刈
取
り

し
よ
う
。
過
乾
燥
は
胴
割
米
と
な
り
ま
す
一

富

u

現
在
朝
日
町
に
は
セ
シ
ロ
｛
リ
ン
カ
の
発
こ
と
し

ω
い
ね
作
り
は
例
年
よ
り
早
く

秋
議
菜
の
準
備
を
し
ま

し

ょ

う

川

・1
川

生
数
が
多
い
の
で
す
。
ウ
ン
カ
頚
は
一
株
な
っ
て
い
ま
す
。
出
稿
後
早
生
で
す
と
三

結
球
白
菜
や
大
担
そ
の
他
を
就
倍
さ
れ

川

に
五
匹
以
上
発
生
リ
バ
と
被
害
が
出
ま
す

ト
日
位
で
刈
取
の
適
期
に
な
る
も
の
で
す
る
万
は
石
灰
の
準
備
が
必
要
で
す
。
右
民

・
身
長

－．、
i

一
回
の
防
除
は
H
F勿
架
の
あ
る
デ
ナ
ポ

ζ

と
し
は
八
月
二
十
日
頃
に
な
る
と
考
は
当
床
に
坪
三
句
も
必
要
で
す
e

本
州
で

と
比
し
の
稲
作
は
早
生
ゆ
出

F
い
μ
昨
年
ン
剤
で
共
同
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

え
ら
れ
ま
す
が
、
入
手
の
な
い
方
は
今
か
百
匂
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

凸
灰
の
な

よ
り
十
日
も
阜
く
な
っ
て
む
ま
す

・

凶
実
肥
、
穂
肥
の
施
周

ら
刈
取
刊
計
画
を
し
て
く
だ
さ
い
。
刈
遅
い
万
は
灰
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は

こ
れ
は
や
は
り
、
天
候
に
よ
～
て
芸
円
倒
伏
の
心
配
が
な
く
な
り
、
病
虫
害
の
れ
る
と
立
疋
中
に
で
も
胴
細
川
れ
が
出
る
も
大
変
な
こ
と
で
す
の
で
・
今
か
ら
石
町民
主

が
左
右
さ
れ
て
い
る
わ
け
て
す
防
除
体
制
が
で
き
て
お
れ
ば
、
実
肥
、
胞
の
で
す
。

文

し

な

い

と
聞
こ
合
わ
£
い
と
考
え
ら
い川

．
体
重

富
山
地
万
気
象
台
発
官
概
況
は
次
の
と
胞
の
施
期
を
し
て
、
米
政
の
丸
い
允
実
し
削
詑
燥

ま
す
。
結
席
目
和
の
曲
炉
作
ら
れ
る
方
ま

お
り
に
な
っ
て
い
ま
す

十

．
傑
限

j
t

p

・
た
も
の
で
千
粒
蛮
を
ね
め
ま
し
t
’
っ
。
本
年
は
ヤ
ケ
米
に
特
に
位
越
し
て
く
．
た
カ
ン
レ
イ
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を
準
備
し
て
い
・
J

け
M
げ
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バ
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U
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な
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。
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多
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な
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そ
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で
す
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掛
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目
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。
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